
予算第27号議案 

令和４年度神戸市高速鉄道事業会計補正予算 

（総則） 

第１条 令和４年度神戸市高速鉄道事業会計の補正予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

（収益的収入） 

第２条 令和４年度神戸市高速鉄道事業会計予算（以下「予算」という。）

第３条に定めた収益的収入の予定額を、次のとおり補正する。 

（科 目） （既決予定額） （補正予定額） （計） 

収 入 

第１款 高 速 鉄 道 事 業 収 益 24,570,661千円 73,500千円 24,644,161千円 

 第２項 営 業 外 収 益 3,794,227千円 73,500千円 3,867,727千円 

（他会計からの補助金） 

第３条 予算第９条中「5,102,634千円」を「5,176,134千円」に改める。 

令和４年９月14日提出 

神戸市長 久  元  喜  造 
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（予算第２７号議案）

収益的収入

既 決 予 定 額 補 正 予 定 額 計 備 考

千円 千円 千円

１高速鉄道事業収益 24,570,661 73,500 24,644,161 

２営 業 外 収 益 3,794,227 73,500 3,867,727 

２他 会 計 補 助 金 1,847,281 73,500 1,920,781 
高速鉄道事業運営のための他会計
補助金の補正

〔 高　速　鉄　道　事　業　会　計 〕

令和４年度神戸市高速鉄道事業会計補正予算実施計画

収　　　　　　入

項 目款
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（単位：千円）

資　産　の　部
１　固　定　資　産

(1)運送施設有形固定資産

イ 14,441,503 

ロ 84,001,573 

　　減価償却累計額 △ 58,417,179 25,584,394 

ハ 297,936,143 

　　減価償却累計額 △ 137,381,357 160,554,786 

ニ 42,526,319 

　　減価償却累計額 △ 24,259,910 18,266,409 

ホ 2,045,314 

　　減価償却累計額 △ 1,855,164 190,150 

ヘ 48,958,500 

　　減価償却累計額 △ 27,550,459 21,408,041 

ト 60,105,058 

　　減価償却累計額 △ 43,211,028 16,894,030 

チ 491,544 

　　減価償却累計額 △ 526,065 △ 34,521 

リ 6,888,439 

運送施設有形固定資産合計 264,193,231 

(2)付帯事業有形固定資産

イ 935,547 

ロ 14,091,029 

　　減価償却累計額 △ 11,185,014 2,906,015 

ハ 197,305 

　　減価償却累計額 △ 182,142 15,163 

ニ 649,582 

付帯事業有形固定資産合計 4,506,307 

(3)運送施設無形固定資産

イ 電気ガス供給施設利用権 1,042 

ロ 電話施設利用権 7,356 

ハ 水道施設利用権 7 

ニ 地 上 権 675,818 

ホ ソフトウェア 2,304 

運送施設無形固定資産合計 686,527 

(4)

イ 51,600 

ロ 47,000 

ハ 1,676,448 

ニ 1,345,653 

3,120,701 

272,506,766 

２　流　動　資　産

(1) 2,420,402 

(2) 6,772,648 

(3)　 227,719 

(4) 347 

9,421,116 

281,927,882 

基 金

他 会 計 繰 出 金

投 資 合 計

固 定 資 産 合 計

現 金 預 金

未 収 金

貯 蔵 品

その他流動資産

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

出 資 金

そ の 他 構 築 物

車 両

機 械 装 置

工 具 器 具 備 品

運 送 施 設 建 設 仮 勘 定

土 地

建 物

そ の 他 構 築 物

付 帯 事 業 建 設 仮 勘 定

投 資

投 資 有 価 証 券

電 路 設 備

令和４年度神戸市高速鉄道事業会計予定貸借対照表

（令和５年３月31日）

土 地

建 物

線 路 設 備
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負　債　の　部
３　固　定　負　債

(1)

イ 166,092,000 

ロ

166,092,000 

(2) 6,138,969 

(3) 2,291,126 

174,522,095 

４　流　動　負　債

(1) 

(1) 

イ 12,971,582 

ロ

12,971,582 

(2) 4,491,381 

(3) 1,512,238 

(4) 139,470 

(5)

イ 356,639 

ロ 68,988 

425,627 

(6) 56,192 

19,596,490 

５　繰　延　収　益

133,181,977 

△ 79,266,264 

53,915,713 

248,034,298 

資　本　の　部
６　資　本　金 104,187,900 

７　剰　余　金

(1) 

イ 109,630 

ロ 414,519 

ハ

(ｲ) 831,538 

(ﾛ) 778,057 1,609,595 

(ﾊ)

(ﾆ)

ニ 10,907,750 

ホ 1,753,298 

ヘ 169,892 

14,964,684 

(2) 

イ △ 85,259,000 

ロ

△ 85,259,000 

△ 70,294,316 

33,893,584 

281,927,882 

利 益 剰 余 金

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金

利 益 剰 余 金 振 替 額

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

資 本 剰 余 金 合 計

資 本 剰 余 金

受 贈 財 産 評 価 額

建 設 受 入 寄 付 金

建 設 補 助 金

一 般 会 計 補 助 金

国 庫 補 助 金

県 補 助 金

そ の 他 補 助 金

他 会 計 繰 入 金

他 会 計 補 助 金

そ の 他 資 本 剰 余 金

負 債 合 計

預 り 金

引 当 金

賞 与 引 当 金

法 定 福 利 費 引 当 金

引 当 金 合 計

その他流動負債

流 動 負 債 合 計

長 期 前 受 金

収 益 化 累 計 額

繰 延 収 益 合 計

前 受 金

そ の 他 の 企 業 債

企 業 債 合 計

退職給付引当金

その他固定負債

固 定 負 債 合 計

一 時 借 入 金

企 業 債
建設改良等の財源に充てるため
の 企 業 債
そ の 他 の 企 業 債

企 業 債 合 計

未 払 金

建 設 改 良 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債

企 業 債
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（単位：千円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益 △ 3,759,099 

減価償却費 11,290,070 

固定資産除却損 718,346 

長期前受金戻入 △ 1,936,015 

退職給付引当金の増減額 47,391 

賞与・法定福利費引当金の増減額 △ 3,720 

長期前受金収入 △ 2,892 

受取利息及び受取配当金 △ 57 

支払利息 1,957,454 

消費税資本的収支調整額 1,783,408 

未収金の増減額 △ 399,321 

未払金の増減額 139,902 

小計 9,835,467 

利息及び配当金の受取額 57 

利息の支払額 △ 1,957,454 

業務活動によるキャッシュ・フロー 7,878,070 

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △ 22,328,991 

固定資産の取得にかかる補助金収入 865,280 

固定資産の取得にかかる雑収入 － 

投資による支出 △ 84,402 

財産収入による収入 32,288 

基金繰入金による収入 100,000 

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 21,415,825 

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

一時借入による収入 1,636,507 

一時借入の返済による支出 △ 1,636,507 

建設改良費等の財源に充てる企業債収入 17,247,000 

建設改良費等の財源に充てた企業債償還 △ 11,949,516 

出資金による収入 4,350,000 

補助金による収入 2,725,790 

雑収入による収入 222,114 

保証金償還による支出 △ 100,000 

他会計繰出金による支出 △ 337,180 

財務活動によるキャッシュ・フロー 12,158,208 

資金増加額 △ 1,379,547 

資金期首残高 3,799,949 

資金期末残高 2,420,402 

令和４年度神戸市高速鉄道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書

（令和４年４月１日から令和５年３月31日まで）
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予算第 2 7 号議 案  説明 資料  

 

 

高速鉄道事業会計の補正予算について 

（予算第 27 号議案「令和４年度神戸市高速鉄道事業会計補正予算」） 

 

 

 

１．概要 

新型コロナウイルス感染症により利用者が減少していることにより、高速鉄

道事業会計の経営状況は大きな影響を受けている。 

このような中、運行を継続するために必要な経費の一部について一般会計か

ら繰り入れを行う。 

 

２．補正内容  

   〇コロナ対応分           73,500 千円 

車内密度を上げないように配慮した運行など、感染拡大防止対策に必要な

経費の一部について、一般会計から繰り入れを行う。 
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